
紫尾地区出身。高校を卒業
後、関西や関東で調理の腕
を磨く。10年前に帰郷し、
実家の山之口ストアで働き
始める。以来、温かな惣菜
とその魅力を伝えるポップ
広告が買い物客を引き寄せ
ている。４年前に
始めたインスタグ
ラムも毎日更新中。

広報さつま 2022. 5９ ８広報さつま 2022. 5

Vol.14

上水道事業会計の状況

特別会計の状況

特別会計名 予算額 収入済額 収入率 支出率支出済額
国民健康保険事業 31億1,329万9千円 29億9,769万8千円 96.3％ 92.4％28億7,661万5千円

農業集落排水事業 1億3,079万8千円 1億1,956万2千円 91.4％ 90.1％1億1,779万8千円

介 護 保 険 事 業 35億7,418万7千円 35億5,027万2千円 99.3％ 86.2％30億8,166万5千円
後期高齢者医療 3億6,374万2千円 3億6,097万8千円 99.2％ 97.2％3億5,369万1千円

種　類 収入予算額 収入済額 収入率 支出率支出済額支出予算額
収益的収支

資本的収支

4億2,424万円

2億3,826万6千円

4億2,874万2千円

1億7,429万5千円

4億907万円

4億1,634万5千円

4億1,236万9千円

3億6,274万9千円

101.1％

 73.2％

100.8％

87.1％

基金（貯金）の状況

43億470万9千円
15億7,084万5千円
13億87万7千円

11億9,734万3千円
2億9,723万5千円
2億3,959万8千円
2億1,055万6千円
2億457万1千円
2億335万8千円
1億5,092万円

1億円
6,588万4千円
5958万円

5,416万8千円
4,536万2千円
2,658万円

1,523万2千円
1,000万円
654万6千円
9万1千円

100億6,345万5千円

財政調整基金 
公共施設整備基金 
文化施設建設基金
まちづくり振興基金
介護保険給付費準備基金
退職手当組合調整特別負担金基金
子ども健やか育成基金
国民健康保険基金  
減債基金
ふるさとさつま応援基金
土地開発基金
町営住宅建設等基金
災害対策基金
農業集落排水事業施設等維持補修基金
森林環境譲与税基金
奨学資金貸付基金  
肉用牛特別導入事業基金  
国民健康保険高額療養資金貸付基金
地域公共交通対策維持確保基金
学校教育施設整備基金
合　計

172億107万4千円一般会計予算総額
令和３年度

令和３年度の一般会計予算総額は、当初予算に41億7,607万4千円増額し、当初予算比
32.1％増となりました。新型コロナウイルス対策の費用や昨年の豪雨災害からの復旧など
で大きな予算額となっています。令和４年３月末現在の収入済額は147億5,806万5千円
で収入率は85.8％、支出済額は146億8,499万1千円で支出率は85.4％です。

支出

支出済額（支出率）
146億8,499万1千円
（85.4％）

予 算 額  （千円）
支出済額（千円）

収入
収入済額（収入率）
147億5,806万5千円
（85.8％）

予 算 額  （千円）
収入済額（千円）

地方交付税

国庫支出金

使用料・手数料

諸 収 入

分担金・負担金

町 債

そ の 他

町 税

県支出金

民 生 費

総 務 費

農林水産業費

商 工 費

土 木 費

衛 生 費

消 防 費

災害復旧費

議 会 費

予 備 費

公 債 費

教 育 費

4,907,196

5,442,2483,579,596
2,630,535

2,727,653
2,774,090

2,201,836
2,473,358

2,041,486
1,125,636

65,217
54,299

0

168,687
173,341
69,885

1,439,518

84,558

4,976,734
4,670,608

1,167,678
957,672

585,871
523,793

4,351
0

1,412,655
1,412,354

2,165,942
2,051,589

1,203,459
1,042,742

2,069,647
785,787

946,466
778,104

801,910
758,579

111,269
110,168

1,755,092
1,593,595

使ったお金　　 ７３万８千円
貯金残高　　　５０万６千円
町税負担額         １２万４千円
借金残高　 　    ６３万５千円

（一般会計：令和４年２月末現在）

※令和４年２月28日現在の住基人口19,893人による

町民１人あたりに換算すると

前年度比
１.２％減
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紫
尾
地
区
の
玄
関
口
と
も
言
え
る
、
２

つ
の
県
道
が
交
差
す
る
と
こ
ろ
に
山
之
口

ス
ト
ア
は
あ
り
ま
す
。
父
、
母
、
兄
、
兄

嫁
、
そ
し
て
数
名
の
パ
ー
ト
従
業
員
と
い

う
経
営
の
中
、
惣
菜
の
調
理
や
品
出
し
を

行
っ
て
い
る
の
が
山
之
口
千
草
さ
ん
で
す
。

取
材
当
日
も
白
和
え
や
佃
煮
な
ど
、
昼
食

時
間
に
あ
わ
せ
て
30
種
類
ほ
ど
の
惣
菜
を

陳
列
し
て
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
の
頃
か
ら
両
親
の
背
中
を
見
て

育
っ
た
山
之
口
さ
ん
。
中
学
生
の
頃
に
は

調
理
の
道
に
進
む
こ
と
を
決
め
て
お
り
、

「
早
く
現
場
に
出
た
く
て
、
学
校
に
行
く

の
が
も
ど
か
し
か
っ
た
」
と
話
し
ま
す
。

鹿
児
島
城
西
高
校
の
調
理
科
を
卒
業
後
、

鹿
児
島
市
の
飲
食
店
に
就
職
。
そ
の
後
、

東
京
、
京
都
と
職
場
を
変
え
、
平
成
24
年

ご
ろ
に
帰
郷
し
ま
し
た
。
現
在
も
母
の
幸

代
さ
ん
と
惣
菜
を
作
り
、
家
業
を
支
え
て

い
ま
す
。

　

都
会
で
技
術
を
磨
い
た
山
之
口
さ
ん
で

す
が
、
帰
郷
し
た
当
初
は
作
っ
た
惣
菜
が

受
け
入
れ
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う

で
す
。
「
売
れ
行
き
を
見
な
が
ら
試
行
錯

誤
し
て
少
し
ず
つ
す
り
合
わ
せ
て
い
き
ま

し
た
」
と
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。
一
番

人
気
は
野
菜
が
豊
富
に
入
っ
た
「
ガ
ネ
」
。

サ
ツ
マ
イ
モ
や
タ
マ
ネ
ギ
、
カ
ボ
チ
ャ
、

ニ
ン
ジ
ン
、
ニ
ラ
が
入
っ
て
お
り
、
食
感

が
良
く
野
菜
の
甘
み
が
評
判
で
す
。

　

同
店
で
一
際
目
を
引
く
の
が
、
筆
ペ
ン

で
描
か
れ
た
カ
ラ
フ
ル
な
ポ
ッ
プ
広
告
。

「
表
に
出
て
接
客
が
で
き
な
い
分
、
私
の

代
わ
り
に
商
品
を
説
明
し
て
く
れ
ま
す
」

と
話
す
山
之
口
さ
ん
。
絵
と
文
字
で
伝
え

る
広
告
の
評
判
は
上
々
で
「
特
に
カ
ラ
ー

で
作
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
『
か
わ
い
い

ね
』
と
か
『
見
た
よ
』
と
声
を
掛
け
て
も

ら
え
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
」
と
胸

を
張
り
ま
す
。
事
業
者
が
客
に
向
け
て
専

門
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
教
え
る
「
さ
つ
ま
de

ま
ち
ゼ
ミ
」
で
も
そ
の
技
術
を
発
揮
。

「
ま
ち
ゼ
ミ
が
終
わ
っ
た
後
に
、
受
講
生

か
ら
筆
ペ
ン
で
書
い
た
年
賀
状
が
届
い
た

こ
と
が
う
れ
し
か
っ
た
で
す
ね
」
と
笑
顔

を
見
せ
ま
す
。

　

料
理
、
絵
、
筆
ペ
ン
と
「
好
き
な
こ
と

だ
け
で
生
き
て
い
ま
す
」
と
笑
っ
て
話
す

山
之
口
さ
ん
の
惣
菜
作
り
の
コ
ン
セ
プ
ト

は
「
働
く
お
母
さ
ん
の
代
わ
り
に
作
る
家

庭
料
理
」。
そ
の
温
か
な
人
柄
は
、
料
理

や
広
告
に
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

筆ペンを使い、その日のメニュー
を絵と文字で紹介しています。

山之口 千草 さん（36）

惣菜調理

山
之
口 

千
草
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く
だ


